
ω
　
。
「
＜
山
崎
組
　
　
　
　
」

。
「
＜
坂
戸
村
八
右
衛
門
」
　
　
　
　
　
　
　
　
ドΦ巽
］貿
∞
ｏ部

②
　
。「（芦
型
辻
門
組
□
□
□
□
□
」

（穿
孔
）

。
「

ｏ

米
国
□
□
国
人
　
　
」
　

　

　

　

　

　

μΦ契
〕蒙
ミ
霊

な
お
、
調
査
に
あ
た
り
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の

御
指
導
を
得
る
と
と
も
に
い
木
簡
の
釈
文
に
つ
い
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
の
諸
氏
の
御
指
導
を
受
け
た
。

（山
本
博
利
・
秋
枝
　
芳
）

丘鵞

・
姫
路
城
跡

貧
部
中
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
姫
路
市
本
町
無
番
地

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６．
）
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
姫
路
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
博
利

・
秋
枝
　
芳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

「特
別
史
跡
姫
路
城
跡
整
備
基
本
構
想
」
の
策
定
に
と
も
な
い
、
中
濠
整
備

事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
中
濠
整
備
事
業
に
は
西
部
中
濠
か
ら
北

部
中
濠
に
か
け
て
の
中
濠
浚
渫

事
業
と
東
部
中
濠
還
流
事
業
と

が
あ
り
、
中
濠
浚
渫
事
業
は

一

九
八
五
年
度
に
着
手
し

一
九
八

八
年
度
に
完
了
し
た
。
東
部
中

濠
（野
里
開
か
ら
城
南
線
ま
で
）
は

か
つ
て
の
水
濠
が
空
濠
化
し
、

雑
車
が
繁
茂
し

一
部
不
法
占
拠

さ
れ
た
後
、
ゴ
ミ
棄
て
場
に
さ

木簡出土遺構

(姫路 。龍野)



1988年出上の本簡

れ
る
な
ど
、
管
理
面
の
み
な
ら
ず
景
観
的
に
も
問
題
が
あ

っ
た
。
今
回
、
東
部

中
濠
還
流
計
画
を
策
定
し
、
水
濠
化
を
図
り
東
部
中
濠
を
往
時
の
姿
に
復
元
す

る
こ
と
と
な
り
、
事
業
に
先
駆
け
て
、　
一
九
八
五
年
に

『
姫
路
城
東
部
中
濠
保

存
整
備
報
告
書
』
を
作
成
し
、
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

調
査
地
の
東
の
外
曲
輪
に
は
大
黒
町

・
下
久
長
町

・
鍛
冶
町

・
鍵
町
等
の
町

名
が
今
も
残

っ
て
お
り
、　
一
九
八
六
年
度
は
物
件
の
移
転
お
よ
び
整
備
の
基
礎

資
料
を
得
る
た
め
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の
目
的
は
旧
濠
底

。
旧
濠

幅

。
旧
汀
線
の
確
認
お
よ
び
濠
内
の
遺
物
保
存
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ

る
。
南
か
ら
順
に
内
京
口
門
跡

（第
一
ト
レ
ン
チ
）、
久
長
門
跡
か
ら
竹
田
橋
の

間
（第
ニ
ト
レ
ン
チ
）、
竹
田
橋
北
（第
ニ
ト
レ
ン
チ
）、
野
里
門
跡
（第
四
ト
レ
ン
チ
）

の
四
カ
所
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
北
と

南
と
で
は
濠
底
の
レ
ベ
ル
に
約

一
ｍ
の
標
高
差
が
あ
り
、
東
部
中
濠
で
は
水
は

南

へ
急
激
に
流
れ
込
む
の
で
は
な
く
、
澱
ん
だ
状
態
で
流
れ
て
い
た
蓋
然
性
が

高
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
濠
幅

・
水
深
は

『
姫
路
城
郭
総
堀
管
尺
丈
間
数
図
』
記

載
の
内
容
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
濠
内
堆
積
土
は

一
部

後
世
に
浚
渫
工
事
を
受
け
て
い
る
が
、
二
ｍ
前
後
の
厚
さ
を
有
し
、
江
戸
時
代

の
土
器

・
木
製
品
等
の
遺
物
が
多
量
に
遺
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

木
簡
は
第

一
ト
レ
ン
チ
，
第
ニ
ト
レ
ン
チ
で
出
土
し
た
。
第

一
ト
レ
ン
チ
の

濠
内
堆
積
土
は
約

一
・
八
ｍ
の
厚
さ
を
有
し
、
下
か
ら
順
に
灰
色
粘
質
土
層
、

黒
色
粘
質
土
層
、
青
黒
色
粘
質
土
層
、
盛
土
層
か
ら
成

っ
て
い
る
。
最
下
層
の

灰
色
粘
質
土
層
は
有
機
質

・
遺
物
の
包
合
が
少
な
い
が
、
江
戸
時
代
前
半
の
土

器
が
出
土
し
た
。
黒
色
粘
質
土
層
は

一
八
世
紀
の
遺
物
を
中
心
に
有
機
物
や
遺

物
の
包
含
が
多
く
、
火
打
金

。
木
簡

。
漆
塗
り
木
椀

・
下
駄

。
独
楽
等
の
多
量

の
木
製
品
を
は
じ
め
土
器
、
鉄
製
品
等
も
豊
富
に
出
上
し
た
。
上
層
の
青
黒
色

粘
質
土
層
は
腐
敗
し
き
ら
な
い
有
機
質
を
包
含
し
、
明
治
以
降
の
遺
物
が
多
い
。

ま
た
第
ニ
ト
レ
ン
チ
の
堆
積
土
は
黒
色
粘
質
土
層
が
や
や
厚
く
、
黒
色
と
黒
灰

色
と
の
二
層
に
細
分
が
可
能
で
あ
る
が
、
厳
密
な
時
期
比
定
は
困
難
で
あ
る
。

第

一
ト
レ
ン
チ
と
同
様
に
豊
富
に
遺
物
が
出
上
し
た
。
た
だ
、
上
部
で
は
東
山

焼
の
永
世
舎
の
製
品
を
は
じ
め
明
治
の
遺
物
が
多
い
。

木
簡
以
外
に

「か
じ
町
」
「鍛
冶
町
」

「綿
町
」

「
い
も
じ
町
」
の
町
名
や
、

「惣
兵
衛
」
「□
之
助
」
の
人
名
、
「余
」
「
叉
」
等
の
記
号
を
上
器
に
墨
書
し
た

資
料
が
出
上
し
て
お
り
注
目
さ
れ
よ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「
＜
井
□
□
□
助
　
　
　
＜
」

。
「
＜
爾
日
日
日
日
日
日
日
日
日
一＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
岸寓
×
酬
×
卜
常
μ

②
　
。
「
＜
□
□
□
□
□
□
兵
吉
　
＜

。
「
＜
備
前
田
日
日

日
――
――
て

　
　
　
　
　
（霊
）溢
】溢

ｏ解

③
　
　
　
□
□

三
□
□
久
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
大
じ
溢

ｏ曽



⑭

　

日
日
Ｈ
国
別
製

⑤

　

□
口
日
日
□

⑥
　
。
「
姫
路
市
か
し
町
　
兵
庫

令
那
波
様
行
　
　
九
□
□

黒
□
□
□
□
入
百
□
入
壱
□
」

。
「
　
□
月
ォ
八
日
出
　
　
　
　
　
」

⑦
　
ｏ
「
日
向
富
高
新
町

《
日
高
兵
吉
様
行

聟
上
ケ
八〔酔
大
阪
西
道【即
孵

八
木
喜
助
　
」

布
廿
疋

ω
②
は
第

一
ト
レ
ン
チ
の
濠
底
よ
り
出
上
し
、
墨
痕
の
残
り
は
悪
い
が
、
共

伴
遺
物
か
ら

一
七
世
紀
代
に
比
定
さ
れ
よ
う
。
①
ｉ
⑤
は
第

一
ト
レ
ン
チ
黒
色

粘
質
土
層
よ
り
多
量
の
上
器

・
木
器
等
と
と
も
に
出
上
し
た
。
出
土
遺
物
に
時

期
幅
が
あ
る
の
で
厳
密
な
時
期
比
定
は
掘
難
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
中
期
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。

０
０
は
第
ニ
ト
レ
ン
チ
黒
灰
色
粘
質
土
層
よ
り
出
土
し
た
木
簡
で
、
い
ず
れ

Ｑ

じ

×

ド
６

×

ω
　

ｏ
盟

（
μ
Ｏ
∞
）
×

（
∞
伽
）
×

中

　

Φ
∞
μ

ド
ミ
〇

×

卜
∞

×

Φ
　

Ｏ
畔
岸

μ
『
〇
×
（
］
］
）
×
騨
ｏ
　
Ｏ
岸
μ

も
荷
札
の
類
で
あ
る
。
⑤
の

「か
し
町
」
は
調
査
区
東
の

「鍛
冶
町
」
に
該
当

し
、

「那
波
」
家
に
つ
い
て
は
資
料
が
不
足
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

木
簡
以
外
に
同
型
式
の
資
料
が
八
点
出
上
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
墨
痕
の
残

り
が
悪
く
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
共
伴
資
料
に
は
東
山
焼
の
永
世
舎
の

製
品
を
は
じ
め
、
土
器
、
木
製
品
等
が
多
数
出
上
し
た
。
永
世
舎
は
明
治

一
五

年

（
一
人
八
一ご
頃
廃
業
し
、
そ
れ
以
後
も

一
時
期
製
品
が
流
通
し
た
可
能
性
も

あ
り
、
木
簡
の
年
代
を
同

一
五
年
を
相
前
後
す
る
時
期
に
比
定
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
木
簡
に
記
載
さ
れ
た

「姫
路
市
」
か
ら
、
木
簡
の
時

期
を
引
治
中
頃
以
降
と
比
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
明
治
二
三
年

（
一

八
九
〇
）
姫
路
市
が
市
制
を
施
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
二
三
年
以
後
に
木

筒
の
上
限
の
年
代
を
与
え
る
こ
と
が
妥
当
で
、
下
限
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
解
読
に
つ
い
て
は
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
お
よ
び
奈
良
国
立

文
化
財
研
究
所
の
諸
氏
に
御
指
導
い
た
だ
い
た
。

（山
本
博
利
・
秋
枝
　
芳
）


